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セラミックス材料の低コスト化と適材適所配置 
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概  要 

 

金型産業では、国際競争の激化により高精度化、長寿命化、低コスト化など

が強く求められている。そこで、硬く、溶融金属と反応性の低いセラミックス

を金型の一部に組み込んだセラミックス（窒化ケイ素や炭化ホウ素）-金属ハ

イブリッド金型の開発を目的として、セラミック部品の低コスト化や加工技術

の検討などを行った。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

セラミックスは金属に比較して高価なため、安価な原料を使用することや、

加工量を低減するために常圧焼結を用いてニアネットシェイプに作製するこ

とで低コスト化をはかるとともに、金型の必要な部位にのみセラミックスを用

いることで、価格を抑えてその性能を向上することが可能になった。 

本技術の 

有用性 

●従来の金型を用いたダイキャストでは困難な薄肉リブ構造（図１）もハイブ

リッド金型を用いれば（図１）ダイキャストで成形可能 

●タングステンなどのレアメタルを使用しない金型 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

   

 

適用可能製品 
●ダイキャスト、プレス等金属材料及び硬質材料用金型 

●押し出し成形用スリーブ及び口がね 
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窒化ケイ素中子を組み込んだ

ダイキャスト金型 

ハイブリッド金型により作製した

モデル形状（薄肉部） 


